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 ３．１ 「指示語句」という考え方について 











構成と構造を与える（to organize and structure）」働きを持つ語を「談話構成語 discourse- organizing 
words」と呼んで論じている。こうした、テクストに構成と構造を与えるような働きについて、本



























済 第 2 版』（春田素夫・鈴木直次 岩波テキストブックス）、『刑法原論』（内藤謙 岩波テキス






2  マッカーシ （ー1995 p105）は、「この区別は、ほかに機能語（function words）と内容語（content 






































































































































































































                                                  




























































































































































































言語要素」のところであげたうちの その一方(h) このような環境(i) このような経営姿勢(j) 



























































④次元変換は、『刑法原論』「Ⅰ 犯罪現象と法」「２ 犯罪現象の基本動向」（p12）の中の 
 
（例６） （１）窃盗・遺失物等横領の増加傾向とその内容 
  窃盗の認知件数は，1986年の 137万 5096件からもほぼ一貫して増加傾向にあり，95年には，
157 万件を超えて戦後第２位となっている．しかし，このような窃盗の認知件数の激増は，86
年の認知件数に対比して，主として，自転車盗，オートバイ盗，車上ねらいなど手口が単純で
















































































































































































                                                  




































続し，撤兵したのはもっとも遅れて 1922 年のことでした． 
 























応しました．（『日本外交史講義』「第 3 章 国際強調の受容」「1 第 1 次世界大戦と国際政治の

























































                                                  
9「再叙（reiteration）」の内容は、同一語の繰り返し、同義語や近似同義語、上位語、一般名詞
（people, stuff, move などのような一般的指示をもつ名詞類）、人称指示語、だという。「コロケ
ーション（collocation）」は、「同じ語彙的環境を共有すること」を意味し、類似した文脈に現れ






方策―1．3084－08 ［1．3084 は計画・案、 同じ行の類義語は策・一策・万策・秘策］ 
措置―1．3850－11 ［1．3850 は技術・設備・修理、同じ行の類義語は対処・善処・臨機応変］ 
となっており、「1．3 人間活動―精神および行為」までしか共通ではない。念の為に『三省
堂 類語新辞典』をひくと、 
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